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本作品は、イギリスの炭鉱の町で、住民の憩いの場として残る最後の店「オールド・

オーク」を舞台に、地域住民と難民という異なる立場で暮らす人たちの間に起こる摩

擦、戸惑いや苦難、そして共生への歩みを丁寧に描いた物語である。 

 

 地元住民とシリア難民という二つのコミュニティが様々な衝突をしながらも、国籍

や文化の違いを超え、人々が互いに支え合い共生していく道筋を模索する姿が描かれ

ており、青少年の社会に対する良識や倫理観を育てるものである。 

 

現実社会でも起こっている地域格差や難民問題などにおける分断や争い、斜陽産業

である炭鉱の町の状況や労働問題について理解を深めることができ、青少年の知識を

身につけ、教養を深めていくことに役立つものである。 

 

 シリア難民のヤラが家族や故国に対する心情を吐露する姿や、飼い犬を失った店主

のＴＪにヤラ達が寄り添い慰める姿、ヤラの父親の死を地元住民が大勢駆けつけ共に

悼む描写など、青少年の人を慈しみ、大切にする心を育てるものである。 

 

地元住民の中には難民に否定的な人々だけではなく、主人公と共に難民と連帯し共

生を目指す人々もいること、主人公の店主が難民に寄り添いながらも、店の経営のた

め地域の常連客に配慮し葛藤する姿、また、地域住民の企てにより食堂の設備が故障

するトラブルに見舞われ、食堂が続けられなくなる場面が描かれており、青少年の思

考力や批判力、観察力を養うことができるものである。 

 

本作品は、条例施行規則第２条の優良図書類等の推奨の基準  

第一号 青少年の社会に対する良識と倫理観を育てるものであること。 

第二号 青少年が知識を身につけ、教養を深めていくことに役立つものであること。 

第三号 青少年の人を慈しみ、大切にする心を育てるものであること。 

第五号 青少年の思考力、批判力又は観察力を養うものであること。 

に該当し、青少年（主として中学生以上）を健全に育成する上で有益であ

ると認め、中学生以上を対象に推奨を行う。 

 

 


